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永
平
寺
五

世
中
興
で

、

寂
円
派
の

義
雲
（

一

二

五

三

〜

二
二

三

三
）

の

編
集
に

か

か

る

と

さ

れ
る

公
案
拈
提

集
『

永
平
寺
秘
密
頂
王

三

昧
記
』

（

具
名
は

『

越
州
吉
祥
山

永
平
寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

、

略
名
は

『

永
平
頂
王
三

昧

記
』
）

に

関
し

て

は
、

す
で

に

本
論
集
第
八

号
に

お

い

て

多
少
の

論
考
を

　

　
　
　
　
　
（

1
）

試
み

た

こ

と
が

あ
る

。

す

な
わ

ち
、

『

続
曹

洞
宗
全
書
』

（

注
解
二
）

に

収
録
さ

れ
る

際
に

、

そ
の

定
本
と
な
っ

た

熊
本
県
聖

護
寺
所
蔵
本
（

聖

護
本
）

と
、

駒
沢
大
学
図
書

館
に

所
蔵
さ

れ

る
、

『

宝
慶
記
』

と

合

冊

の

宝

永
三

年
（

一

七
〇
六
）

書
写
本
（

駒
大

本
）

の

二

本
の

テ

キ
ス

ト

の

比

較
検

討
を
通
し

て
、

そ
の

伝
承
過
程

や

内
容
に

関
す
る

位
置
付
け
を

試

み

た

わ

け
で

あ
る

が
、

結
論
を

要
約
す
れ

ぽ
、

次
の

諸
点
に

な
る

。

　
一

、

『

永
平

頂

王
三

昧
記
』

は
、

内
容
と

し

て

は
、

中
世
曹
洞
宗
に

お

け

る

公
案
禅
盛
行
の

中
で

、

通
幻
派
の

室
中
に

伝
承
さ

れ

た

門
参
資

料
と

し

て

位
置
付
け
ら

れ
る
こ

と
。

　
二

、

『

永
平
頂
王

三

昧
記
』

は
、

永
平
寺
義
雲
の

編
集
と

さ

れ
、

義

雲
自
撰
の

序
文
な
る

も
の

も

巻
首
に

付
さ

れ

て

い

る

が
、

こ

の

序
文
は

一

応
四

六

文
の

体
裁
を
な

し

て

い

る
が

、

他
の

義
雲
の

文
章
と

比
較
し

て

み
る

と

き
、

平
仄

的
に

も
殆
ん

ど
四

六

文
の

常
軌
を

保
っ

て

お

ら

ず
、

文

章
的
に

も

稚
拙
で

、

蜀
人
と

誤
解
さ

れ

る
ほ

ど
の

漢
文

表
現
力

　
　
　
　
（
2

）

を

も
っ

た

義
雲
の

作
と
は

と

う
て

い

み

る

こ

と

は
で

き
な
い

も
の

で

あ

り
、

し

た
が
っ

て
、

内
容
そ
の

も
の

に

つ

い

て

も
、

こ

れ

を

そ
の

ま

ま

義
雲
編
集
と

す
る

に

は

問

題
が

残
る

こ

と
。

　
三
、

テ

キ

ス

ト

に

関
し

て

い

う

な

ら

ば
、

聖

護

寺
本
の

原
本
と
な
っ

た

も
の

は
、

洛
陽
高
台
寺
の

五

世
で
、

三

重
県
潮
江
山
金

蔵
寺
二

世
の

直
伝
英
撮
（

察
）

が
、

通
幻

寂
霊
開
創
の

丹
波
永
沢
寺
に

輪
住
中
の

元

和

五

年
（

一

六
一

九
）

に
、

永
沢
寺
の

沈
金
筥
中
に

秘
蔵
さ

れ
て

い

た

本
書

を

書
写
し

た

も
の

を
、

さ

ら
に

潮
江
山
僧
獅
子

吼
庵
主
淳
受
な
る

も
の

に

よ
っ

て

享
和
三

年
（

一

八

〇
四
）

三

月
に

再

写
さ

れ
た

も
の

で

あ
っ

た

こ

と
。
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四

、

駒
大
本
と

聖
護
本
の

則
名
を

比

較
し

て

み
る

と
、

聖
護
寺
本
の

則
名
は

説
明
的
要
素
が

濃
厚
で

、

駒
大
本
は

よ

り

整
理
さ

れ
た
則
名
に

な
っ

て

お

り
、

こ

の

点
に
つ

い

て

い

え

ぽ
、

聖

護
寺
本
の

方
が
よ

り

成

立
史

的
に

素
朴
な

形
の

則
名
を

伝
え
て

い

る

と

推
測
さ

れ
る

こ

と
。

以

上
の

四

点
で

あ
る

。

　
『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

に

つ

い

て

は
、

従
来
殆
ん

ど
注
目
さ

れ

た
こ

と
の

な
い

典
籍
と
い

っ

て

よ

い
。

こ

れ

が
『

続
曹

洞
宗
全
書
』

収
録
さ

れ
る

に

至
っ

た

の

も
、

内
容
的
な

も
の

で

は

な

く
、

恐

ら

く

「

義
雲

編
」

と
い

う

記
載
に

注
目

さ

れ

た

た
め

で

あ
ろ

う
。

『

永
平
頂
王
三

昧

記
』

は
、

曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
の

手
に

よ
っ

て

聖

護
寺
本
が

発
見
さ

れ

る

ま
で

は
、

駒
沢
大
学
図
書
館
忽
滑
谷
文
庫
架

蔵
本

中
に

た

だ
一

本

存

す
る

だ

け
で

あ
っ

た
。

　
先
般、

元
和
五

年
書
写
の

『

永
平
寺
頂
王
三

昧

記
』

一

本
が

、

駒
沢

大
学
図
書
館
の

所
有
に

帰
し

た
。

そ
し

て

こ

の

元
和
五

年
本
が

、

実
は

聖
護
寺
本
の

原
本

で

あ
っ

た

こ

と
が

判
明
し

た

の

で

あ
る

。

こ

の

元
和

五

年
本
の

出
現
に

よ
っ

て
、

先
の

拙
稿
を

多
少
訂
正

す
る

必
要
が

生

じ

た

の

で
、

以
下

、

こ

の

駒
沢
大
学
図
書
館
新
架

蔵
の

『

永
平
頂
王
三

昧

記
』

の

紹
介
を
も

兼
ね

て

い

さ

さ

か

の

論
考
を

試
み

て

み

た

い
。

　
ま

ず
、

こ

の

元

和
五

年
書
写
本
（

以
下

、

元
和
五

年
本
を

「

駒
大
甲
本
」

、

忽
滑
谷
文
庫
架
蔵
宝
永
三

年
本
を

「

駒
大
乙

本
」

と
略
称
し

て

区
別

す
る
）

の

　
　
　
『

永
平
寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

再
考

書
冊
形

式
に
つ

い

て

記
し

て

お

く
。

、 　 　 　 、 　 　 　、 　 　 　 、 　 　 　 、 　 　 　、

内 題 装 大 料 冊
　 　 　 き

題 簽 釘 さ 紙 数

一
、

尾

　
題

一
、

枚

数

一
、

行
字
数

一
、

刊

　
写

一
、

書
写
年

一
、

筆

者

一
、

識
　
語

一

冊
楮
紙

縦
26
・

6
 
、

横
19
・

5
 

袋
綴

ナ

シ

永
平
頂
王

三

昧
記

永
平
秘
密
頂
王
三

昧
記

永
平
頂
王

三

昧

記

39
丁

、

（

内
、

目

録
1
丁

序
文
1
丁
）

毎
半
葉
12
行、

毎
行
20
字
前

後

写
本

元
和
五

年
己

未

孟
春
廿
八

日

現
住
永
沢
直
伝

享
和
三

年
（

一

八

〇
四
）

湖
江

山

僧
獅
子

吼
蛬
淳
軣

　
こ

の

駒
大

甲
本
『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

の

旧

所
蔵
者
は

、

芦
屋
市
打

出
若
宮
町

在
住
の

岡
田

真
氏
で

、

同
書
に

は

書

簡
が
一

通
添
付
さ

れ
て

お

り
、

こ

の

書
簡
に

よ
っ

て
、

聖
護
寺
本
の

出

所
が

判
明

し
た

。

す
な

わ

ち
、

こ

の

書
簡
は

昭
和
四

十
一

年
六

月
十
六

日

付
で

熊
本
県
菊
池
市

聖
護
寺

鈴
木

素
田

師
よ

り
、

岡
田

眞
氏
に

宛
て

た

も

の

で
、

内
容
は

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

を

拝

借
し

て

浄
書
を

完
了

し

た

こ

と
、

本

書

八

七

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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『

永
平
寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

再
考

の

内
容
に

関
し
て

鈴
木
師
が

大
久
保
道
舟

博
士
に

考
証
を

依
頼
し

、

そ

の

報
告
を

受
け
た
こ

と
、

及
び

そ
の

報

告
の

要
旨
か

ら

な
っ

て

お

り
、

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

を
岡
田

氏
に

返
却
す
る
に

際
し

て

の

礼
状
で

あ
っ

た
。

こ

れ
に

ょ
っ

て

聖

護
寺
本
は

、

聖

護
寺
前
住
鈴
木
素
田

師
が

昭
和

四

十
一

年
六

月
頃

、

岡
田

氏
所
蔵
の

『

永

平
頂
王
三

昧
記
』

を
借
用
し

て

浄
書
し

た

も
の

で

あ

る
こ

と

が
明
ら
か

と

な
っ

た
。

し

た

が
っ

て
、

今
般
駒
沢
大
学
図
書
館
の

所

有
に

帰
し

た

駒
大
甲
本
は

、

『

続

曹

洞

宗

全
書
』

収
録
の

定
本
と

し
て

用
い

た

も
の

の

さ

ら
に

原
本
に

相

当
す
る

わ

け
で

あ
る

。

　
ま

た
、

前

稿
に

お
い

て

筆
者
は

、

聖
護
寺
本
の

原
本
は

、

享
和
三

年

三

月
に

潮
江

山
僧
獅

子
吼
菴
主

淳
蔓
な

る

も
の

に

よ
っ

て
、

元
和
五

年

本
よ

り
再
写
さ
れ
伝
え

ら

れ
た

も
の

と
の

推
定
を

行
っ

た
が

、

こ

の

点

に

関
し

て

も

訂
正
し

て

お

か

な

け
れ
ば

な

ら

な
い

。

す
な
わ

ち
、

駒
大

甲
本
の

末
尾
に

は
、

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
ニ

　
　

右
斯
書

、

青
原
山
永
沢
禅
寺
沈
金

之
筥
書
納
レ

之
、

龍

察
六

十
二

歳
之
八

　
　

　
朔

、

相
当

輪
番
住
之
内

、

拜
二

見
斯
書
→

感
涙
銘
γ

肝
之
間、

到
二

六
十
三

　
　

　
歳
正
月
五
日
一

書
写
始
而

、

同
月
廿
八

日

如
7

本
写
了

、

　
　

　
　
　
元
和
五

年
己
未

孟

春
廿
八

　

現
住
永
沢
直
伝
（

華
押
）

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ニ

　
　

　
自
三

兀

和
五

年
己
未一

至
二

享
和
三

年
癸
亥
ハ

一

百
八

十
五

年
也

、

　
　

　
　
享
和
三

年
癸
亥
三

月
吉
辰

　
　

　
　
（

印
）

　
　

　
　
潮
江
山

僧
獅
子
吼
菴
主
淳
蔓
識

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

印
）

　
（

印
、

華
押
）

一

八
八

と
い

う
二

種
の

識
語
が
存
す
る

が
、

巻
首
よ

り
永
沢
直
伝
の

識
語
ま
で

が

同
一

の

筆
跡
で

、

享
和
三

年
の

識
語
の

み

が

別
筆
に

よ

る

も
の

で

あ

る
。

し

た

が
っ

て
、

『

続
曹
洞
宗
全
書
』

収
録
本
（

聖
護
寺
本
）

の

原
本

は
、

元
和
五

年
書
写
本
そ
の

も
の

で

あ
っ

た

の

で

あ
り
、

享
和
三

年
の

識
語
は

伝
持
者
を

示
す
も
の

で
、

元
和
五

年
書
写
本
そ
の

も
の

の

伝
承

経
路
の
一

端
を

物
語
る

も
の

で

あ
っ

た

こ

と

に

な

る
。

つ

ま

り
、

獅
子

吼
菴
主
淳
喪
な
る

も
の

の

手
沢
本
で

あ
っ

た

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

　

さ

ら

に
、

駒
大
甲
本
元

和
五

年
本
の

筆
者
直
伝
に

つ

い

て

は
、

識
語

に

ょ

る

元
和
四

年
永

沢
寺
輪
住
が

、

『

青
原
山
永
沢

禅
寺
住
山
記
』

の

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
3

）

記
載
と
一

応
一

致
す
る

と

見
ら

れ
て

い

る

が
、

こ

れ
に

関
し

て

も

問

題

が

残
る

。

す
な
わ

ち
、

駒
大
甲
本
の

筆
者
直
伝
に

比
定
さ

れ
る

永
沢

寺

輪
住
の

直
伝
は

、

『

永
沢
禅
寺
住
山
記
』

に

ょ

れ

ば
、

二

百

十
三

世
直

伝
察
と
い

う
こ

と

に

な
り

、

そ
し

て
、

こ

の

直
伝

察
は

、

三

重
県
度
会

郡
紀
勢
町

潮
江
山
金

蔵
寺
二

世
の

直
伝
英
撮
の

こ

と
で

あ
ろ

う
と
さ

れ

て

い

る
。

享
和
三

年
の

織
語
に

見
ら

れ
る

「

潮
江

山
僧
獅
子
吼

蛬
主

淳

喪
」

の

記
載
も
、

潮
江
山
金

蔵
寺
の

世
代
に

「

淳
芟
（

口
淳
力
）

」

な

る

者
は

見
当
ら

な
い

が
、

直
伝
に

よ
っ

て

書
写
さ

れ

た

『

永
平
頂
王

三

昧
記
』

が
、

自
坊
の

金
蔵

寺
に

齎
ら

さ

れ

た

こ

と

を
思
わ

し

め

る
。

し

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（

4
）

か

し
、

駒
大
甲
本
の

識
語
に

よ

れ
ば

、

「

龍
察
」

が

六

十
二

歳
の

八

月
一

日

に

永
沢

寺
に

輪
住
し
、

そ
の

輪
住

中
の

三

十
三

歳
の

正
月
五

日
よ

り

書
写
を
は

じ

め
、

正

月
二

十
八

日
に

書
写
し

終
っ

た

と
い

う

も
の

で
、

し

た

が
っ

て

龍
察
は

自
称
で

あ
り

、

直
伝
は

永
沢
寺
輪
住
の

折
に

は

諱

N 工工
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を

龍
察
と

称
し

た

こ

と
に

な
る

。

『

永
沢
禅
寺
住
山
記
』

に

ょ

れ
ば

、

二

百

十
三

世
は

「

直
伝
口
察
」

と

あ
っ

て
、

こ

の

点
で

は
一

致
す
る
の

で

あ
る

が
、

こ

の

直
伝
龍
察
を

、

三

重
県
金
蔵
寺
二

世

直
伝
英
撮
と

同

一

人

と

断
定
す
る
に

は
、

さ

ら

に

傍
証
資
料
を

必
要
と

す
る

の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

あ
る
い

は
、

別
の

考
え

方
を

す
れ

ぽ、

同
一

人
が
二

様
の

名
称
を

用
い

た

と
し

て
、

そ
れ

が

何
故
か

を

問
う

必
要
が

出
て

く
る

。

『

永
沢
禅
寺
住
山
記
』

に

よ

れ

ば
、

直
伝
口
察
は

天
鷹
派

、

す
な

わ
ち

通
幻
寂
霊
の

法
嗣
天
鷹
祖
祐
派

下
の

人

と
し

て

輪
住
の

請
に

赴
い

て

い

る
こ

と
が

知
ら
れ
る

が
、

す

で
に

前
稿
に

お

い

て

指
摘
し

た

よ

う
に

、

金
蔵
寺
二

世
と
し

て

の

直
伝
英
撮
は

、

通
幻
寂
霊
1
了
庵
慧

明
1

無
極

慧
徹
−
月
江
正
文
−
一

州
正

伊
ー
曇
英
慧
応
−
明
甫
文
察
−

（

八

代
略
）

−
風
国
大
順
（

金
蔵
寺
開
山
）

−
直
伝

英

撮
（

金

蔵
寺
二

世
）

と

次

第

す

る
、

通
幻
派
の

中
で

最
大
門
派
を

形
成
し

た
。

月
江
下
一

州
派
の

人
法

と

な
っ

て

お

り
、

本
末
関
係
も、

双
林
寺
（

群
馬
）

ー
松
月
院
（

東
京
）

1

清
泉
寺
（

埼
玉
）

−
仏
光
寺
（

三

重
）

−
金
蔵

寺
と
い

う

月

江
派
下
の

寺
院

で

あ

る
。

　
と
こ

ろ

で
、

直
伝
英
撮
に

つ

い

て

は
、

寺
伝
に

ょ

れ
ば

正

保
三

年

（

一

六

四
六
）

八

月
二

十
四

日
の

示

寂
と

な
っ

て

い

る

が
、

そ
の

師
と

さ

れ
る

金
蔵
寺
開
山
風
国
大

順
の

示

寂
は
、

延
宝
三

年
（

一

六

七
五
）

十
月

十
日

、

金

蔵
寺
三

世
橘
州
正
順
の

示

寂
は

、

元
禄
二

年
（

一

六

八

九
）

七

月
二

十
五

日

と

な
っ

て

お

り
、

英
撮
が
一

人
異
常
に

早
い

示
寂
と

な
っ

て

い

る
こ

と
が

注
目
さ

れ
る

。

英
撮
と
龍
察
が

同
一

人
と

す
れ
ば

、

元

『

永
平

寺
秘
密
頂
王

三

昧
記
』

再
考

和
四

年
の

永
沢
寺
輪
住
が

六

十
二

歳
で

あ
る

か

ら
、

逆
算
し

て
、

弘
治
三

年
（

一

五

五

七
）

の

生
誕
と
い

う
こ

と
に

な

り
、

正

保
三

年、

九

十
歳
の

示

寂
と
い

う
こ

と
に

な
る

。

そ
し

て
、

師
の

風
国
大
順
は

さ

ら
に

こ

れ

か

ら
三

十
年
後
の

延
宝
三

年
に

示
寂
し

た
と
い

う
こ

と

に

な

り
、

師

資

の

間
の

年
齢
差
が
極
め

て

接
近
し

て

い

た
、

あ
る

い

は
、

逆
に

弟
子
が

師
よ

り

も

年
長
で

あ
っ

た

と
い

う
こ

と

も

考
え
ら

れ
な

い

こ

と

で

は

な

い

が
、

こ

の

師

資
の

場
合
に

お

け
る

年
代
差
は

異
常
で

あ
る

。

三

世
橘

州
正

順
（

〜
一

六
八

九
）

に

関
し
て

い

う

な
ら

、

『

曹
洞
宗
全

書
』

（

大
系
譜
）

に

ょ

れ
ぽ

、

風
国
大
順
に

は

雪
巌
順

後
、

然
州
順
洞
等
の

「

順
」

字
を

諱
の

系
字
に

用
い

て

い

る

弟
子
達
が
お

り
、

ま
た

年
代

的
に

み
て

も
、

風
国
の

弟
子
と

み

る

の

が

妥
当
と

思
わ

れ
る

。

こ

の

師

資
の

間
に

直
伝

英
撮
が
二

世
と

し
て

位
置
付
け

ら

れ
な

け
れ

ぽ

な

ら

な
い

意
味
が

不

明

で

あ
る

。

　
こ

こ

で
、

駒
大
甲
本
の

書
写
を

な
し

た

直
伝
龍
察
に
つ

い

て
、

別
の

観

点
か

ら

そ
の

実
像
究
明
の

可
能
性
に

つ

い

て

ふ

れ
て

み

た
い

。

　
『

永
平
頂
王

三

昧
記
』

は
、

永
平
寺
義
雲
の

編
集
と

さ

れ

る

門
参
資

料
で

、

こ

れ

が

後
に

公
案
工

夫
を

盛
ん

に

用
い

る

通
幻
派
の

実

中
に

伝

承
さ

れ

る

に

至
っ

た

も
の

と

推

定
さ

れ
る
こ

と
は

、

前

稿
で

す
で

に

述

べ

た

と
こ

ろ

で

あ
る

が
、

義
雲
編
集
説
が

史
実
で

あ
る
か

否
か

は

別
と

し

て

も
、

少
く
と
も

伝
承
に

関
し
て

は

寂
円

派
が

か

か

わ
っ

た

可
能

性

一

八

九
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『

永
平
寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

再
考

は

極

め

て

濃
厚
で

あ
る

。

そ
し
て

、

龍
察
の

名
で

思
い

起
こ

さ

れ
る

の

は
、

永
平
寺
二

十
四

世
龍
察
で

あ
る

。

龍

察
は

龍
札
と

も
表
記
さ

れ
、

道
号
は

孤
峰
と
伝
え
ら

れ
て

い

る

が
、

勅
賜
号
を

日

照

孤
峰
禅
師
と

も

い

い
、

一

般
に

道

号
を
そ
の

ま

ま

勅

賜
号
に

用

る

場
合
も

あ
る

が
、

孤

峰
が

龍
察
の

道
号
で

あ
る

と

す
る

確

証
は

無
い

。

ま

た
、

永
平
寺
龍
察

は

正
保
三

年
（

一

六

四
六
）

八

月
一

日

の

示
寂
と

な
っ

て

い

る

が
、

金

蔵

寺
直
伝
英
撮
の

示

寂
は

、

す
で

に

述
べ

た
よ

う
に

正
保
三

年
八

月
二

十

四

日

と

伝
え

ら

れ
て

お

り
、

そ
の

差
は

わ

ず
か

二

十
余
日
で

あ
る

。

示

寂
年
時
が

多
少
異
っ

て

伝
承
さ

れ
る

例
は

し

ぼ
し

ば
見
ら

れ
る

と
こ

ろ

で

あ
り

、

永
平
寺
孤
峰
龍
察
（

札
）

、

永
沢
寺
直
伝
龍

察、

金
蔵
寺
直
伝

英
撮
の

三

師
が

、

あ
る

い

は

同
一

人
で

あ
る

可
能
性
も

あ
り

得
る

。

た

だ

し
、

永
平
寺
龍
察
は

寂
円
派

、

永
沢
寺
龍
察
は

通
幻
派
の

天
鷹
派

、

金
蔵

寺
英
撮
は

通
幻
派
の

月
江
派
と
、

そ
れ

ぞ

れ
の

法
脈
を

異
に

し
て

い

る

点
が

問

題
で

あ
る

。

さ

ら
に
、

三

師
の

生
没
年
に

関
し

て

も
、

そ

れ

ぞ

れ

同
一

人
と
は

思

わ

れ

な
い

伝
承

を

伝
え
て

い

る
。

　

先
に

み

た

よ

う
に

、

直
伝
龍
察
が

永
沢

寺
に

輪
住
し

た

の

は
、

元
和

四

年
（

一

六
一

八
）

六

十
二

歳
の

時
で

あ
っ

た
。

一

方
、

孤
峰
龍
察
に

関

す
る

史
料
と
し

て

は
、

龍
察
が

師
の

佛
山
秀
察
（

一

五

六
四

〜

エ
ハ

四
｝
）

を

開
山
に

請
し

て

開
創
し

た

丹
波
龍
沢

寺
（

京
都
府
船
井
郡
日

吉
町
）

に

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

5
）

所
蔵
さ

れ

る

『

当
山
住
職
行

実
鑑
』

に

よ

れ

ば
、

　
　

　一
、

正
保
三

丙

戌
八

月

朔
日
孤
峰
大
禅
師
示
寂
之

夏
、

　
　

師
諸
檀
那
ノ

請
ス

ル

ニ

仍
テ

真
福
寺
工

転
ス

、

或
ハ

衆
ノ

為
二

演
説
ス

、

一

九

〇

聞
ク

者
心
服
セ

ス

ト

云
フ

コ

ト

靡
シ

、

化
導
ス

ル

コ

ト

纔
二

二

年
ナ

リ
、

当

七

月
十
七

日

微
恙
ヲ

示
ス
、

然
モ

其
面
テ

常
ノ

如
シ
、

廿

九
日
二

至
テ

ヲ

　

　

ノ
　
　
ク

手
書
日

、

　
　
　
　
ナ

リ

金
烏
玉

免
速
　
六
十

有
九

春、

シ

　

　
　
ヲ

　

　
　

　ユ
　

　

テ

　
　

　

　
ン

　

　
　
ロ

　

　
　
ル

ニ
　
　

　

　
ヲ

転
二

歩
那

辺「

去
　
無
〆

処
7

著
二

渾
身
噛

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
ス

至
二

八

月
朔
日

午
時
（

坐
脱

泊
然
ト

シ

テ

逝
、

世
寿
六

十
九

、

僧
臘
六

十
有

一
、

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

承
事

侍
者

　
謹
誌

一
、

二

世
孤
峰
大

禅
師
当
山
ニ

テ

茶
毘
式
ノ

夏

サ

テ

大
本

山
永
平
寺
工

遷
化
告
報
ノ

専
使
ト

シ

テ
、

玉

応
監
寺
伝
永
僧
伴

僧
、

井
本
寺
惣
代
ト

シ

テ

長
福
監

寺
祖
順

僧、

檀
中

役
人
一

人
、

同

供
一

　
　
ス

ベ

人
、

渾
テ

四
人

、

八

月
九
日
二

出
立
シ

テ

永
平
寺
工

登
山
ス
、

同
十
七

日

著
、

四
人

三

日

逗
留
告
報
矣、

夏
畢
リ

テ

弔

慰
専
使
ト

シ

テ

役
者
一

人
伴

僧
供
総
テ

十
一

人
ニ

テ

十
九
日

暮
六

時
帰
国

也、

永
平
寺
大
禅
師
ヨ

リ

代

香
ト

シ

テ
、

竜
沢
寺
黶
逸
和
尚
工

引
導
師

焼
香
ノ

夏
許
容
申
シ

来
ル
、

依

テ
、

一
、

正

保
三

丙
戌

九
月
五

日

本
堂
二

就
テ

、

当
山
二

吐

孤
峰
大
禅
師
茶
毘
ノ

式、

末
山

聚
会

、

堂
頭
和
尚
焼
香
師、

永

平

寺
ヨ

リ

専
使
来
駕

、

法
要
殷
懃
ナ

リ
、

次
二

安
骨
立
塔

、

六

口

永
平

寺

役
者
帰
国

、

諸
事
開
祖
茶
毘
ノ

式
二

準
ス

、

記
録
略
γ

之、

　
　
　
　

現
住
龍
沢
三

世
麿
逸
弟
子

正

保
三

丙

戌
九
月

　
　
　
　

　
　
　
　

　

祖
雲
　
謹
録

と

あ

り
、

遷
化
な

ら
び

に

荼
毘

式
に

関
し

て

の

詳
し

い

記
録
が

残
さ

れ

て

お

り
、

こ

れ
ら
の

記
事
を

信
用
す

る

限
り

、

遺
偈
な

ど
に

よ
っ

て

も

正

保
三

年
（

一

六
四
六
）

八

月
一

日

遷

化
、

世
寿
六

十
九

歳
で

あ
っ

た
こ
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と
が

知
ら

れ
る

。

し

た
が
っ

て
、

逆
算
す
れ

ば
天
正
六

年
の

誕
生
で
、

元
和
四

年
の

時
点
で

は

四

十
一

歳
で

あ
っ

た
こ

と

に

な

り
、

直
伝
龍
察

と

は

別
人
と

み

な

け
れ
ば

な

ら

な
い

こ

と
に

な
る

。

し

か

し

こ

れ

と
て

も
、

金
蔵
寺
直
伝
英
撮
と

永
沢
寺
直
伝
龍
察
と
を

同
一

人
と

認
め

る

か

否
か

の

判
断
基
準
と

同
じ

く

ら
い

、

同
一

人
と

肯
定
す
る

に

し

て

も

否

定
す
る
に

し

て

も
、

そ
の

根
拠
は

決
定
的
で

は

な
い

。

そ
こ

で

さ

ら
に

考
慮
し

な

け
れ
ば

な

ら
な
い

の

が
、

『

太

白
峰
記
』

な
る

も
の

の

存
在

で

あ
る

。

四

　

『

太
白
峰
記
』

と
い

う

典
籍
の

存
在
に

つ

い

て

は
、

す
で

に

岸
沢

惟

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

6
）

安
師
等
に

注
目

さ

れ
て

い

た

が
、

そ
の

実
態
に

つ

い

て

は
、

現
在
も

な

お

不

明
で

あ
る

。

た

だ

し
、

道

元
の

撰
述
に

擬
せ

ら

れ
た

『

正

法
眼

蔵

　
（

7
）

陞
座
』

の

よ

う

な

も
の

が

『

太
白
峰
記
』

の

中
の
一

篇
で

あ
っ

た

と
さ

れ
て

い

る

こ

と
か

ら
類
推
す
れ

ば
、

室
内
に

関
す

る

種
々

の

雑
記
を

集

め

た

も
の

で

あ
っ

た

と

み

ら

れ

る
。

前

稿
に

お

い

て

は
こ

の

『

太
白

峰

記
』

に

関
し

て
、

駒
大
乙

本
が
『

宝
慶
記
』

と

同
一

人
の

筆
写
に

よ

る

合
冊
に

な
っ

て

い

る

こ

と

な

ど
か

ら
、

道
元
の

宋

国
太
白
山

景
徳
禅
寺

に

お

け

る

参
禅
の

記
録
で

あ
る

『

宝
慶
記
』

の

意
に

解
し

、

こ

れ
と

同

様
の

性

格
を

持
っ

た

も
の

を
ま

と

め

た

も
の

と
い

う
推
定
を
し

て

み

た

が
、

こ

の

点
に

関
し

て

も

訂
正
し

て

お

か

な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。

す
な

わ

ち

『

太
白
峰
記
』

と
は

、

秘
密
伝
授
を

建
て

前
と

す
る

室
内
に

関
す

『

永
平
寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

再
考

る

記
録
の

集
成
で

あ
っ

た

と

み

ら
れ

る
。

し

か

も

そ

れ
は

、

『

正

法
眼

蔵

陞
座
』

な
ど
に

み

ら

れ
る

よ

う
に
、

道
元
等
に

そ
の

撰
述
を

擬
し

て

権
威
あ
ら
し

め

よ

う

と

し

た
、

極
端
な

秘
密
伝
授
を

尊
ぶ
よ

う
に

な
る

室
町

中
期
以
降
の

成
立
に

か

か

る

も
の

で

あ
っ

た
。

た

と
え
ば

、

中
世
末

期
頃
成
立
の

切
紙
類
の

中
に

、

『

太
白

峰
記
之
嗣

法
合

血
図
』

と
い

う
、

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

8
）

嗣
法
の

意
義
を
記
し

た

切
紙
が

存
す
る

が
、

こ

れ
も

義
雲
の

撰
述
に

擬

せ

ら

れ
て

い

る

も
の

で

あ
る

。

そ
し

て
、

『

永
平

頂
王
三

昧
記
』

も
、

実
は

こ

の

『

太

白

峰

記
』

の
一

部
で

あ
っ

た

と

み
ら

れ
る

。

す
な
わ

ち
、

駒
大
甲
本

、

乙

本
の

い

ず
れ
に

も
、

巻
首
の

「

越
州
吉
祥
山
永
平

寺
秘
密
頂
王

三

昧
記
序
」

の

下
に

、

割
注
の

形

式
で

「

太
白
峰
記
在

之
」

と
い

う
細
字
の

書
き
込
み

が

あ
り

、

ま

た

末
尾
の

し

め

く
く
り
の

部
分
に

は
、

　

　

　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

　

デ
　
　
　
　
　
　
　
　ニ

　

　

這

箇
五

十
三

則
之
機
縁

、

吾
既
及一一
三

十

有
餘哨
一

ケ

見
得
了、

第
一

従
ニ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

ニ

　
　

　
　

　
　
　

　
ノ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ナ

リ

　

　

拈
花
微
笑一
至
二

干
超
佛
越
祖
談
（

是
一

位
之

大

意、

是
一

句

之

大
囚

、

　

　

　
　
ノ

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ナ

リ

ト

　

　

是
一

佛
之
大
縁
也

、

皆
以
雖一一
師
学
対
談
問
答
分

明
→

　

玄
中
之
気
照
不
〆

　

　

　
　
ノ

　
　

　

ヲ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

レ

　
　
　

　
　

　
　

ノ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
ノ

　

　

存
二

他
影
像
→
妙

明

混
融

、

通
γ

我
合
γ

渠
、

是
諸
佛
位

中
位、

是

諸
祖
心

中

　

　

　
　

　
　

　

　
ノ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

ノ

　

　

心
、

是
先
聖

発
明

之
榜
様

、

是
古
徳

伝
授
之
法
印
也、

人
々

能
行

能
到

、

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
シ

　

レ
リ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
ソ

　

　

明
心

悟
道

、

勇
猛
精
進

、

放
行
任
運、

皆
以
分

判
了
也

、

是
佛
々

垂
二

妙

　

　

フ
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

手
→
祖
々

発一一
機
用一

処

也、

参
禅
学
道
児
孫、

欲
ノ

會
二

得
此

公
案
ハ

向
二

従

　

　

　
ニ
ス

ル

ノ

　

　

　

　

　

　

ノ

ニ
　

ニ

ク

　

　

　

ニ
ノ
　

　

　

ナ

ノ

　

　

来
倶
住

底
旧
人

之
主

分
行
履
処
→

直
須
二

自
照
自
悟
始

得
ハ

実
哉
斯
妙
言

　

　

　
　

　
ニ
　

　

　

　

　

　
　
　
　

　
ロ
　
　
　

ロ
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

ピ

タ

リニ
　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

ナ

リ

　

　

寄
語

、

井
洞
山
祖
師
太
白
峯
記

、

深
秘
玄
奥

、

浪

不
7

可
7

許
二

外
見一

者、

　

　

云
々

矣
（

38
ウ

〜
39
オ
）

と

あ

り
、

こ

れ

ら
の

記
載
に

ょ

れ
ば

、

『

永
平
頂

王
三

昧
記
』

が

参
禅

一

九
一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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『

永
平

寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

再
考

学
道
の

児
孫
の

、

公

案
参
得
の

た
め

の

書
で

あ
る
こ

と

は

明
ら
か

で

あ

り
、

こ

れ
は

『

太
白
峰
記
』

な
ど
と

と

も
に
、

他

見
を

許
さ
な
い

室
内

秘
伝
の

書
で

あ
っ

た

こ

と

は
、

前

稿
に

お
い

て

指
摘
し

た

通
り

で

あ

る
。

ま

た
、

「

洞
山
祖
師
」

の

語
が

何
を

指
す
か

不
明
で

あ
る

が
、

『

太

白

峰
記
』

に

収
録
さ

れ
て

い

た

と
い

う

義
雲
の

序
に

は
、

　
　

越
州
吉
祥
山
永
平
寺
秘
密
頂
王

三

昧
記
序
　
太
向
峰
記
在

之

　
　
　
レ

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

シ

　

　

　

　

　
　
　
　
ノ

　
　
　

ク

　
メ

テ

　

　

　
　

ヲ

　

　

ス

　

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　
ヲ

　
　

夫
、

佛
々

相
授
祖
々

相
伝

、

精
窮
二

義
味一

露
二

各
自
家
之
風

規
→
人
々

具
足

　
　
　
　
　
　
ノ

シ

　

ノ

ヲ

ム

　

ノ

ヲ

ニ

ル

　
ツ

　
　

箇
々

円

成
、

発
二

心
佛
心

法
光
機
哨

明
二

至

妙
至

玄
大
旨
噛

故
法
離
二

文
字
噛

　
　
　
ヒ

ヲ

　

ト

　

ス

　

ヲ

　
フ

ヲ

　

ト

　

　

ノ

　

　

ノ

　
　

謂
二

之
玄

談
→

道

脱
二

知
識
→

謂
二

之
妙
弁
哨

然
者
霊
山
授
記

、

少
林
皮
髄

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　

　
　
　
　
　

　
　
ロロ
　
　
　

ノ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ソ

　
　

　
　
　
　
　

　
　

ス

　
　

今
古
不
二

相
隔
（

名
言

豈
レ

留
滞

、

殊
洞
上

宗
要

、

円
二

融
一

句一

分
二

付
五

　
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　め
　
　

ク

　
シ

　
　
　
　
ヲ

　
　
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　

位
→

妙
密
絶
学

、

寂
黙
自
照、

依
二

主

之
主

分一

威
標一一
位
次
→

明
二

心

之
心

印
噛

　
　
　
　
　
　
ラ

ロ

ヲ

ル

　コ

ハ

リ

ノ

ワ

ル

　う

ハ

ル

ノ

ヲ

　
　

奇
妙
知
F

帰、

通
二

性
海一

者
、

側
二

彼
津
涯
→

臻
二

祖
室一

者
、

悟一一
此
密
意
ハ

　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　ニ
　
　
リ

　

　
　
ヲ

　

　

　
　

ソ

ノ

　

テ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　ニ
　
　

　

　
　

　

ス
　

　

　
　

ノ

　
　

先
聖
皆
以
詳
ノ

之、

曾
孫
子

細
存
γ

之、

庶

憑
二

佛
智
之
本
光
→
昭
二

被
異
路

　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
ノ

　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
　
ノ

　
　

之
障
塵
→

当

時
世
尊
於
二

離
言
談
法
→

建
二

立
法
王

法
ハ

曩
祖
洞
山

揀
二

偏
正

　
　
　
　
ヲ

　

リ

　

ノ

　

　

コ

コ

ニ
カ

　

　

　

バ

　

ノ
シ

　

ノ

　

ニ

　

ノ

　
　

五

位
噛

為
二

法
界
医
王
嚇

爰

吾
永

平

元

祖
、

入

宋
徹
二

洞
家
玄
奥
→

帰
朝

　
　
　
ニ

リ

　

ノ

　

　

　

ク

リ

　

ヲ

　

サ

ゐ
タ

マ
フ

　

ヲ

　

ヒ

テ

ヘ
テ

　

ヲ

　

テ

ク

　
　

正

為
二

宗
門
化
主
→

委
料
二

諸
宗
→

具

垂
二

匠
手
噛

続

申
二

管
見噛

因
披
ニ

　
　
　
　
ヲ

　
　
　

　
　
　

　
リ

　
　

旨
要
噛

敢
有
二

序
題一

矣
、

（

2
オ

〜
ウ
）

と

あ
り
、

曹
洞
の

宗
要
は

五

位
に

極
ま

る

と
い

う
表
現
さ

え

し

て

お

り
、

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

の

本
文
に

お

い

て

も
、

た

と

え

ぽ

「

薬
山

腰
問

刀
」

の

話
に

お

い

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ

　

　
ル

ヨ

ヲ

　
　

　
　

　
　
　

　
ノ

　

　
　

シ

　
　

山
与
〆

岩
遊
　
抽
身
二

入

正
位
→

令
レ

渠
知
レ

有
二

正

位
→

深
更
深

、

轉
〆

功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　

就
レ

位
、

甚
什
不
二

遊
山
→

と

あ
る
よ

う
に

、

全
篇
に

わ

た
っ

て

五

位
説
に

よ

る

解
釈
が

な

さ

れ
て

一

九
二

お

り
、

し

た

が
っ

て
、

「

洞
山
祖
師
」

の

語
は

、

洞
山
五

位
説

そ
の

も

の

を

指
す
と
み

て

よ

い

と
思
わ

れ
る

。

　

ま

た
、

義
雲
の

序
と

さ
れ
る

も
の

に

つ

い

て

み

る

な

ら
、

こ

れ
が

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

の

序
と
し

て

撰
述
さ

れ
た

も
の

か

ど
う
か

と
い

う
こ

と
が

問
題
と

な
る

。

こ

の

序
の

み

が

『

太
白
峰
記
』

に

収
録
さ

れ

て

い

た

と
い

う

形
跡
が

う
か

が
わ

れ
る

か

ら
で

あ
る

。

序
の

内
容
に
つ

い

て

も
、

こ

れ
が

門
参
資
料
と
し

て

の

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

の

本
文
と

、

元
来
直
接
関
係
し

た

も
の

で

あ
っ

た
か

ど

う
か

と
い

う
疑
問
が

残
る

。

序
の

内
容
が

本
文
を

前
提
と
し

て

書
か

れ

た
の

で

あ

れ

ば
、

「

先
老
拈

云
」

と

あ
る

拈
提
者
の

先
老
は

、

道
元
の

師
で

あ
る

天
童
如
浄
と
い

う

こ

と
に

な

る
が

、

道
元
が

如
浄
よ

り
直
接
受
け

た

と
さ
れ

る

公

案
参
得

の

書
は

、

『

南
谷
老
師
三

十
四

関
』

あ
る

い

は

『

如
元
格
外
集
』

の

標

題
を

持
つ
、

三

十
四

話
か

ら

な
る

公
案
拈
提

集
が

別
に

伝
承
さ

れ

て

い

る
。

駒
沢
大
学
図
書

館
所
蔵
の
『

南
谷
老
師
三

十
四

関
』

の

末
尾
に

は
、

　
　

右
宗
門
之
全
機
三

十
四

関、

小
師
沙
門
道
元

、

従
二

明

州
天

童
景
徳
禅
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　

ト

モ

　

　
　

　

ス

　
　

南
谷
老
翁
如
浄
禅
師一

而

漸
雖
二

透

過
∬

之、

大

宋
宝
慶
元
年
丁
亥

九
月
十
八

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　ニ

　
　

日

伝
衣
付
法
次

、

更
呈
撰
〆

之

処
、

超
佛
越
祖
之

問
答

、

嚀
啄
同
時
間
不
7

　
　
　
　
ト

　

　
　

　

　
　　ニ
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ヲ

　
　

　ニ

　
　

容
γ

髪
、

一

時
通
徹
畢、

明
二

本
来

本
法
性

天
然
自
性
心

之
旨
→

遂
一
一

挙
レ

　
　
　
　
　
　
　さ
　

　

　
　

　

　

　

チ
　

　

　

　ユ
　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ク

ハ
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

う

　
　

之
、

而
今
密
付
二

于
侮
弊
子
ハ

鳴
呼

表
詞
表
聞

、

嗄
、

猶
恐
於一・
末

世
濁
界一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　

而

市

街
論
之
酒
肆
謳
〆

之
、

禰
不
〆

見
耶

、

昔
日

洞
山
和

尚
三

更
中
夜
召
ニ

　
　
　
　
ワ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　ニ

　
　

曹
山一

而

宗
門
之
全
機

、

五

位

畳
変
秘
訣

、

伝
二

受
之
→

会
裏
之

矮
師
叔
竊

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　

　
　
　
　ニ
　
　

　
　
　

　

ク

　

　
　

　
　
　

　タ
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　ユ

　
　

匍
二

伏
于

繩
床
下一

而
偸

聞
γ

之
、

遂
倒
痾
三

十

年
、

以
〆

此

豈
不
二

佛

法
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　

　

　

　

　

　

　ニ
　

　

　

　

　

　

ト

　

　

　
ト

　
ス

ル
　

　

　

　ハ

　
　

陵
夷一

耶
、

後
代
若

為
二

此
書一
竊

聞
偸
見

、

我

与
γ

自
称
γ

之
輩
者

、

則
与
二
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ソ

　
ソ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ク

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

レ

洞
下
之
矮
子一

何
有一一
両
般一

乎
、

伏
希
好
手
手
中
呈
二

好

手
→

紅
心
心

裡
中
二

紅
心
噛

　

　
　

于
時
日

本
嘉
禎
三

年
乙
未

　

　
　

八

月
十
五
日

沙
門
道
元
記

　

　
　
　
　

　
テ

　
　
　
　
　
　
ル

フ

小
子
比
丘

懐
弊
謹
云

、

師
渡
γ

宋
日

本
貞
応
二

年
二

月
二

日

也
、

当
二

于
大
宋

　

　
　
　
　

　
ノ

嘉
定
十
六

年
→

師
現
年
二

十
四

歳
也

、

于
時
天
童
景
徳
禅
寺
派
無
際
和
尚

　
ス

　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ヲ

　

　
　
　
　
　
ト

ソ

　
　
　
パ

テ

遷
化

、

則

寧
宗
令
7

請
状
従一一
越
国一

請
二

如
浄
和
尚
→

師
忻
然

而
令
〆

見
γ

之
、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
ヌ

経

歴
之
後

、

大
宋
宝
慶
元
年
丁
亥、

自
二

浄
翁一

伝
衣
付
法
畢、

現
年
二

十

　

　
　
　
　

　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
レ

　
　

ク

ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

六

歳
也

、

帰
朝
之
砌
自

二

浄
翁一

示

偈
日

、

莫
7

近
二

国
王

大
臣
（

不
γ

居
二

聚

　

　
ユ
　
　
ク

　

ス

　
　
　
　

　

昌
　
　
　
　

　

（

雲
）

　
　
　
，

落
城
塵
（

須
7

住
二

深
山
幽
谷
噛

不
F

要
二

霊

集
門
人
哨

云
云

、

某
甲
弊
子

、

日

本
嘉
禎
三

年
乙

未
八

月

十
四

日
、

自
7

師
宗
門
洞
家
一

基
、

五

位
畳

変

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
レ

ハ
　
レ

　

　

ノ

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ナ

リ

　

　ニ

之
秘
訣

、

拜
二

受
之
噛
師
云

、

此

是
持
智
大
柄

、

守
道
之
元
枢、

豈
可
ノ

為
ニ

　
ト

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ヤ

陵
夷一
耶

、

同
十
五
日

伝

衣
付
法
之
次

、

三

十
四

話
之

名
目

拜
二

受
之
→

而

　

　
ツ

タニ

タ

　

テ

ス

　

タ

ハ
ソ

コ

ヲ

　

テ

以
来
卒
剋

亦
不
7

許
、

捲
而

懐
〆

之、

猶
恐

有
二

佗
之
偸

見
輔

仍
日
本
建

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
シ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ノ

長
五

年
正
月
十
五

日
、

当
山

永
平
禅
寺
全
機
匣
襄、

封
二

収
之
一

畢
、

拈
ニ

　

　
ヲ

　
　　
ク

　

　
　

　
カ

　
　ハ
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

キ

　

ヲ

　

　
　

　

　
　

レ

全
機
匣一

云
、

我
奴
不
レ

識
錦
嚢
重

、

如
何
是
我
常
憶
江

南
三

月

裡、

鷓
鴣

啼
処

白
花
香

、

錯
錯

、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

比
丘

懐
弉
百
拜

于
時
建
長
五

年
正

月
十
五

日

と
い

う
識
語
が

存
し

、

『

如
元
格
外
集
』

に

も

同
旨
の

識
語
が

存
す
る

。

寂
円
派
に

は

『

永
平
寺
三

十
四

話
之
本
参
』

と
い

う
、

三

十
四

話
か

ら

な
る

門
参
が

伝
え

ら
れ
て

お

り
、

こ

れ
は
『

南
谷
老
師
三

十
四

関
』

『

如

元

格
外
集
』

の

本
則
に

全
く

同
じ

あ
り

、

道
元
が

如
浄
よ

り
参
得
し

た

参
話
の

伝
承
が

存
し

た
こ

と

が
知
ら

れ
る

が
、

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

の

『

永
平
寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

再
考

五

十
三

則
の

本
則
と

、

こ

れ
ら
三

十
四

話
の

本
則
と
の

か

か

わ

り
は

見

出
せ

な
い

。

む
し

ろ

義
雲
の

序
は

、

三

十
四

話
の

拈
提

集
に

付
し

て

も

不

都
合
が
な
い

も
の

で

あ
り

、

元
来
は

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

と
は

な

ん

ら

関
係
の

無
い

も
の

で

あ
っ

た

と

推

定
さ

れ
る

。

こ

れ

が
、

義
雲

編

集
と

伝
承
さ

れ
る

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

が
再
編
さ

れ
る

に

際
し
て

、

同
じ

義
雲
の

撰
文
と

さ

れ
て

い

た

も
の

を

『

太
白

峰
記
』

よ

り

抜
粋
し

て

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

の

序
と

し

て

付
さ

れ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

　
『

太
白
峰
記
』

と
『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

、

お

よ

び
、

永
沢
寺
直
伝
龍

察
に

関
連
し

て
、

さ

ら
に

注
目
さ
れ
る

こ

と

は
、

駒
沢

大
学
図
書
館
所

蔵
の

晃
全
本
系
九

十
六

巻
本
『

正
法
眼
蔵
』

の
、

元
禄
六

年
（

一

六

九
三
）

寛
巌
書
写
本
に

あ
る

「

第
九
十
四
陞
座
」

の

標
題
の

下
に

、

　

　
　
　
　

　
　
　
（
マ

マ

）

　

　

此
巻
の

写
本
は

、

大
白
峰
記
と
い

へ

る

書
籍
の

お

く
か

き
に

、

遠
州
た

ま

　

　

な
の

金
剛
寺
直
伝
叟
四

十
五

歳
に

し
て

書
と

あ
り

、

か

の

本
お

再
伝
し
て

、

　

　

そ
の

う
ち

に

の

り

て

あ

る
を
、

い

る
こ

こ

に

の

す
る

も
の

な

ら
し

、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

『

正

法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』

八
、

　一

七

頁
）

と

あ
り
、

遠
州
た

ま
な
の

金
剛

寺
直
伝
な
る

者
が

、

四

十
五

歳
で

『

太

白
峰
記
』

を

伝

写
し
た

事
実
を

伝
え

て

い

る
こ

と
で

あ
る

。

『

正

法

眼

蔵
陞
座
』

は
、

版
橈
晃
全
（

＝
ハ

ニ

七
〜

＝
ハ

九
三
）

に

よ
っ

て

編
集
さ

れ
た
、

初
期
の

編
集
校
合
の

段
階
の

九
十
六

巻
本
眼
蔵
に

収
録
さ

れ
て

　

　
　
　
（

9
）

い

た

も
の

で
、

そ
れ
は

、

直
伝
な
る

者
に

ょ

っ

て

書
写
さ

れ

た

『

太

白

峰
記
』

よ

り

抜
出
さ

れ

た

も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

金
剛
寺
直
伝
が

誰
を

指
す

か

は
、

決
定
的
な
こ

と
は

い

え
な
い

が
、

晃
全
の

活
躍
時
期
か

ら

一

九
三
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『

永

平
寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

再
考

考
え

て
、

永
沢

寺
直
伝
龍
察

、

あ
る

い

は

金
蔵
寺
直
伝
英
撮
と

見
な

す

こ

と

も
不

可

能
で

は

な
い

。

金
蔵
寺
と

金
剛
寺
と
の

関
係
も
重
要
な

問

題
解
決
の

鍵
で

あ
る

が
、

今
は

不

明
で

あ

る
。

　

と

も
か

く

も
、

『

太
白
峰
記
』

の

伝
写
に

は

「

直
伝
」

な

る

も
の

が

関
与
し

て

お

り
、

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

の

序
文
は

こ

の

『

太
白

峰
記
』

収
録
の

義
雲
の

序
を

そ
の

ま
ま

用
い

て

お

り
、

し

か

も
『

太
白
峰
記
之
嗣

法
合
血

図
』

も
義
雲
の

撰
文
と

伝
承
さ

れ
て

お

り
、

『

太
白

峰
記
』

は
、

寂
円
派
の

伝
承
と

深
い

か

か

わ

り

を

も
っ

た

書
で

あ
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

あ
る

い

は

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

そ
の

も
の

も
『

太
白
峰
記
』

に

収
録
さ

れ
て

い

た

の

か

も
し

れ

な
い

。

こ

の

よ

う
に

錯
綜
し

た

因
果

関

係
を

整
理
す
る

こ

と

は

極
め

て

困
難
で

あ
る

が
、

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

を

伝
写
し

た

直
伝
龍
察
、

こ

の

龍
察
と

同
一

人
に

比

定
さ

れ
て

い

る

三

重
金
蔵

寺
の

直
伝
英
撮、

寂
円
派
京
都
龍
沢

寺
の

孤
峰
龍
察

、

『

太
白

峰
記
』

の

伝
持
者
と
み

ら

れ
る

遠
州
金
剛
寺
の

直
伝
の

四

師
が
、

ほ

ぼ

同
時

代
に

生
き
た

人
と

し

て

浮
か

び

あ
が
っ

て

く
る

。

こ

れ

ら
四

師
に

つ

い

て

は
、

金
剛
寺
直
伝
は

不

明
で

あ
る

が
、

す
で

に

述
べ

た

よ

う

に
、

永
沢
寺
直
伝
は

天
鷹
派
、

金
蔵
寺
直
伝
は
一

州

派
、

龍
沢
寺
龍
察

は

寂
円

派
と

、

そ
れ
ぞ

れ

法
系
を

異
に

し
て

お

り
、

い

ず
れ

も
別
人
と

も
言

え

る
が
、

中
世
か

ら

近
世

初
め

に

か

け
て

の

依
院
易
嗣
の

風
潮
を

考
慮
す
る

な

ら
、

三

師
、

あ
る

い

は

四

師

と

も

同
一

人
で

あ
っ

た

可

能

性
も

捨
て

切

れ

な
い

。

永
平
寺
に

お

い

て

法
灯
を

伝
え
る

寂
円
派
に

あ

っ

て

は
、

そ
の

依

院
易
嗣
の

状
況
は

特
に

甚
だ

し

か
っ

た
。

一

九
四

　
こ

こ

で

注
意
が

惹
起
さ

れ

な

け
れ
ぽ

な

ら

な
い

こ

と
は

、

も
し

永
沢

寺
直
伝
龍
察
が

金
剛
寺
直
伝
と

同
一

人
だ
と

し

た

な

ら
、

『

永

平

頂
王

三

昧
記
』

に

義
雲
の

序
を

付
し
た

の

は

直
伝
自

身
で

は

な
か

っ

た

か

と

い

う

可
能
性
が

出
て

く

る
こ

と
で

あ
る

。

駒
大
甲
本

、

乙

本
の

い

ず
れ

に

も
、

『

太
白
峰
記
』

よ

り
の

引
用
と

し

て

義
雲
の

序
を

付
さ

れ
て

い

る
こ

と

も
、

そ
の

証
左

と

な

ろ
う
。

　
こ

の

こ

と
は

さ

ら

に
、

現
行
の

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

の

成
立
そ
の

も
の

に

直
伝
が

自
ら

か

か

わ
っ

て

い

る

こ

と

も

想
起
せ

し

め

る
。

　
も
し

こ

の

こ

と

が

事

実
で

あ
る

な

ら
、

前
稿
に

お

い

て

は

『

永
平
頂

王
三

昧
記
』

は

通
幻
派
所
伝
の

門
参
資
料
で

、

直
伝
は

永
沢
寺
に

輪
住

し

た

折
に

、

室
中
の

沈
金
の

筥
中
に

あ
っ

た

も
の

を

見
て

伝
写
し

た

と

推
定
し

た
が

、

駒
大

甲

本
の

末
尾
の
、

「

右
斯
書、

青
原
山
永
沢

禅
寺

沈
金
之
筥
書
納
之
」

と
い

う

直
伝
の

識
語
は

、

む
し

ろ

直
伝
を

主

語
と

し

て
、

「

こ

の

『

永
平
頂
王

三

昧
記
』

は
、

青
原
山
永
沢
寺
室
中
の

沈

金
の

筥
に

、

新
た

に

書
い

て

こ

れ
を

納
め

た
」

と
い

う
意
に

解

釈
し
て

も
、

な
ん

ら
不

都
合
は

な
い

。

直
伝
が

永
沢
寺
輪
住

中
に

こ

の

書
を
拝

見
し

て

感
涙
肝
に

銘
じ

た
の

も
、

必

ず
し

も

永
沢
寺
伝
承
の

『

永
平
頂

王

三

昧
』

を
見
た

も
の

と

解
釈
す
る

必

要
は

な
い

。

む

し

ろ
、

『

太
白

峰
記
』

に

収
録
さ

れ

た

『

永
平
頂
王

三

昧
記
』

を
見
て

感
激
し

、

改
め

て

こ

の

部

分
だ

け
を

抜

き
出
し

て
一

本
に

編
成
し

て
、

永
沢
寺

室
中
に

伝
承
せ

し

め

た

と

解
釈
す
る

方
が

自
然
で

あ
ろ

う
。

こ

の

よ

う

に

理
解

す
る

こ

と
に

ょ

っ

て

は

じ
め

て
、

末
尾
の

、
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参
禅
学
道
児
孫

、

欲
会
得
此
公

案
、

向
従
来
倶
住
底
旧
人

之
主

分
行

履

処
、

直
須
自
照
自
悟
始
得

、

実
哉
斯
妙
言
奇
語

、

井
洞
山
祖
師

、

太
白
峯

記、

深
秘
玄
奥、

浪
不

可
許
外
見
者、

云
云

矣
、

と
い

う
、

『

太
白
峰
記
』

も

併
せ

護
持
し

て
、

み
だ

り
に

他
見
を

許
し

て

は

な

ら
な
い

と
い

う

記
載
も

領
解
で

き
る

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

五

　

中
世
曹
洞
宗
に

お

け
る

公
案
禅
盛
行
の

実
態
は

未
だ

解
明
さ

れ

て

い

な
い

。

ま
た

中
世
教

団
史
上
の

重
要
な

課
題
で

あ
る

依
院
易
嗣
の

問

題

も
、

江

戸
時
代
の

宗
続
復
古
の

精
神
の

み

が
高
揚
さ

れ、

真
実
の

究
明

は

充
分
と
は

言
い

難
い

。

　

近
世
に

大
き
く
展
開
す

る

江
戸
宗
学

者
達
に

ょ

っ

て
、

中
世
公
案
禅

の

世
界
を

伝
え

る

門
参
や

代
語
の

伝
統
は

否
定
さ

れ
、

切
紙
類
も
一

笑

に

付
さ

れ
る

。

依
院
易
嗣
の

問
題
も

、

一

師
印
証
の

立
場
か

ら

弊
風
と

し

て
一

蹴
さ

れ
る

。

し
か

し
、

事

実
は

そ

れ
ほ

ど

簡
単
明
瞭
で

は

な

い
。

確
か

に

江
戸

宗
学
は

、

宗
学
史
上

、

あ
る

い

は

広
く

禅
宗
思
想
史

上
、

特
筆
さ

れ
る
べ

き
内
容
を

も
っ

て

展
開
し

た

と
い

っ

て

も
決
し

て

大
袈
裟
な

表
現
で

は

な
い

が
、

そ
こ

に

は
、

中
世
の

禅
僧
達
が

多
彩
な

側
面
を

持
ち

な
が

ら

民
衆
教
化
に

奔
走
し

、

あ
る
い

は

自
己
の

心
地
解

明
に

打
ち

込
ん

だ
、

あ
の

お

お

ろ

か

さ
、

ダ

イ

ナ
、・・
ヅ

ク

さ
は

見
当
ら

な
い

。

こ

う
し

た

中
世

禅
僧
達
の

真
実
の

姿
を

正

当
に

評
価
し

位
置
付

け
し

た

い

と
い

う
の

が

筆
者
の

念
願
で

あ
る

。

『

永
平
寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

再
考

　
『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

に

つ

い

て

は
、

そ
の

成
立
伝
承
に

関
し

て

種

々

に

論
じ

て

み

た

が
、

結
局
は

す
べ

て

推
測
の

域
を

出

な

い

で

終
っ

た
。

し

か

し
、

『

永
平
頂
王

三

昧
記
』

に

限
っ

て

み

て

も
、

中
世
末
か

ら
江
戸
初
期
に

か

け
て

の

教
団
の

動
き
を

敏
感
に

反
影
し
て

お

り
、

こ

う
し

た
一

本
の

門

参
資
料
が

成

立

し

伝
承
さ

れ

る

に

つ

い

て

も
、

種
々

の

思
想
史

、

教
団
史
上
の

問

題
が
絡
み

合
っ

て

い

る
こ

と
は

、

理

解
さ

れ
よ

う
。

注
（

1
）

　
拙
稿
「

義
雲
編
と
さ

れ
る

『

永
平
頂
王
三

昧
記
』

に

つ

い

て
」

（

『

駒

　
　
　

沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

第
八

号
、

昭
和
五

十
二

年
十

月
）

参
照

。

　
（

2
）

　
湛
元
自
澄
（

〜
一

六

九

九
）

編
集
の

『

日

域
洞
上

諸
祖
伝
』

（

巻
上
）

　
　
　

の

義
雲
伝
で

は
、

義
雲
は

大
宋
国
の

人
で
、

道
元
に

随
っ

て

東
游
し

た

　
　
　

と

す
る

。

さ

ら
に

湛
元

自
澄
書
写
本
を

原
本
と

す
る

、

国
立
公
文
書
館

　
　
　

内
閣
文
庫
所
蔵
の

『

義
雲
和
尚
語
録
』

に

は
、

永
平
寺
に

お

け
る

結
夏

　
　
　

上

堂
の

末
尾
に

、

「

以
此
頌

押
韻
観
之

、

雲
老
似
蜀
人
」

と
い

う
注
記

　
　
　

が
存
す
る

。

拙
稿

「

内
閣
文
庫
本
『

義
雲
和
尚
語
録
』

」

（

『

曹
洞
宗
研

　
　
　

究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』

第
八

号
、

昭

和
五

十
一

年
九

月
）

参
照

。

　
（

3
）

　
『

曹
洞
宗
全
書
』

「

解
題
」

（

昭
和
五

十
三

年
九
月、

曹
洞
宗
宗
務

庁
）

　
　
　

五
二

五

頁、

お

よ

び

筆
者
前
稿

。

　
（

4
）

　
『

続
曹
洞
宗
全
書
』

（

注

解
二
）

一

五
五

頁
の

翻
字
で

は

「

龍
寮
」

と

　
　
　

な
っ

て

い

る
が

、

こ

れ
は

聖
護
寺
本
の

誤
写
で

あ
っ

て
、

駒
大
甲
本
元

　
　
　

和
五

年
本
は

明
ら
か

に

「

龍
察
」

で

あ
る

。

　
（

5
）

　
丹
波
龍
沢
寺
所
蔵
の

『

当
山
住
職
行
実
鑑
』

は
、

同
寺
三

世
鳳
山

磨

　
　
　

逸
（

〜
一

六
五

ご
）

の

弟
子
祖
雲

・

祖
順
の

二

師
に

よ

っ

て
、

承
応
元

　
　
　

和
（

一

六
五
二
）

六

月
三

十
日
に

三

世
ま

で

の

部
分
が

編
集
さ
れ

、

そ

一

九
五
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『

永
平
寺
秘
密
頂
王
三

昧
記
』

再
考

　
　
の

後
の

各
匱
代
に

つ

い

て

も
書
き

継
が
れ
て

い

る
。

（

6
）

　
岸
沢
惟
安
「

太
白
選
記
」

（

［

曹
洞
宗
全

書
』

会
報
第
二

十

号
、

昭
和

　
　
十
三

年
七

月、

『

明

珠
』

昭

和
五

十
三

年
九

月
に

収
録
）

。

（

7
）

　

河
村
孝
道
「

正

法
限
蔵
陞
座
」

解
題
（

『

曹
洞
宗
全
書
』

解
題

、

四

　
　
三

六

頁
〜、

昭
和
五
十
三

年
九

月
）

参
照

。

（

8
）

　
『

太
白
峰
記
之
嗣
法
合
血

図
』

に

つ

い

て

は
、

現
在
す
で

に

数
本
の

　
　

存
在
が

知
ら
れ
て

い

る

が
、

三

重
県
広
泰
寺
所

蔵
の

切
紙
の

中
に

含
ま

　
　
れ
る

も
の

を

次
に

引
用
し

て

お

く
。

　
　
（

マ

マ

）

　
　
　

大
白
峰
記
之

嗣
法
合
血

図
　
永
平

老
衲
義
雲
編

　
　

夫
嗣
法
者
仏
性
種
熱
之

儀
、

慧
命
嗣

続
之
儀

、

正

法
調

御
之
儀

、

眼
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

ハ
　
　
　
　
ハ
　

ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
　
ヲ

　
　

周
正

之
儀

、

道
躰
一

如
之

儀
也

、

所
以
者
何

、

釈

迦
自
釈
迦、

彌
勒
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　

　

ノ

　
　
ツ

ラ

ヌ

　
　
　
　
　

ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ス

　

　

　

　

　

　

ワ

　

　

　

　

　ニ

　
　

彌
勒

、

依
γ

旧

天
真
自
照
道

、

照
自
照
列
二

孤
明
→

闇
昧
印
二

始
終
→

故

　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

キ

　
　
　
ン

ソ

　
　

道
天
真
自
然
也、

曾
祖
佛
不
〆

許
理

也、

故
謂

、

吾
不

見
時

、

何

不
γ

見
ニ

　
　
　
　
ノ

　
ワ

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

モ

　

　

　

　

　

　

　

リ

　

イ

エ
ル

　

吾
不

見
処
→

見
不

見
時、

見
不
γ

能
レ

及、

有
〆

云
、

若
見
不

見
、

自
然
非
ニ

　
　
　
　
ノ

　
ニ
　
　
　

　
　
　
　

レ

パ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
ノ

　
ワ

　
　
　

　
　

ニ
　
　
　
　

ニ

　
　

　
　

ニ

　

役
不

見
相
→

若
亦

不
γ

見
二

吾
不

見
処
→

自
然
非
〆

物
非
7

像
、

経
云

、

此

　
　
　
シ

ヲ

ス

ヲ

　

ニ
ン

ヲ

コ
ス

ヲ

ヲ

テ

ノ

ソ

ソ

ソ

ノ

　
　

句
存
ン

三

隠
ノ

ニ
、

真
哉
顕
存
γ

三

隠
附
7

二
、

何

以

故
、

何

不

見
処
是

　
　
　
　
　
　
　
ソ
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ノ
　　
ヲ

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　ニ

　

顕
之
一

也
、

若
不
〆

見
二

吾
不

見
処
→

自
然
非
レ

物
非
〆

仰
、

是
顕
之
一

也
、

　
　
レ

　

　
　
　

　
　

ヲ

　

是
存
レ

三

云
也

、

又

見
不

見
之
時

、

見
不

及、

是
隠
之
一

也
、

亦
吾
不

　
　
　
ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

レ

　

　

ト

　

　

　

　

　

ト

イ

ブ

ハ
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
ス

　

ニ

　

見
時
云
二

是

隠
一
一

也
、

是
二

付
云
也

、

見
者
　
見
性
也、

見
性
非
γ

吾

　
　
　
ニ
　

　

　

　

　ニ
　

　

　

　

　

　

　

　

レ

　
　

ヲ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ

　
　
　

　

ニ

　
ス

　

　
　
　
　ニ

　

非
レ

怺
非
γ

物
、

真
見
離
γ

縁
、

不
γ

存
二

内
外
門

密
付
二

三

昧→

也、

迦
葉

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

ス

　

　

　

　
　ヌ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　
　ニ
　

ス

　

　

　

　
　ニ

　

釈
迦
已

前、

密
付
二

阿
難
→

迦
葉
已

前
密
付
二

釈
迦
→

自
二

釈
迦
前
後嚇
々

　
　
　
ニ
　

ス

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　ニ

　

前
密
付

、

是
真
見
性
也、

後
人

後
学
之
見
性
妄
見
初
知
不
〆

合
二

真
見
→

　
　
　
き
　
　

　
ル

カ

　

　
　

　

　
　

　

　
　
リ

　
　

　ニ
　

　ハ
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

イ

　　
ス

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　ハ

　

但
為
γ

因
二

境
智
→

因
レ

智
々

因
γ

境
々

智
冥
合、

般
若
根
本
智
也

、

境
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ス

　

相
之
真
境
也

、

境
智
一

如
之
時

、

自
己

真
照
淵

源
到
着

、

此
時
内
外
虚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

　
　

　
　
　

　

ス

ル

　

玄
也

、

虚
空
之

境
也

、

玄
寂
之

智
也、

空
境
寂
智
冥
合

時
、

真
人
之
炙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

九
六

　
ウ

　

ン

　

テ

ニ

　

　

　

ョ

　

　

ヲ

　
ミ

蹤
連
光
印
判
成、

於
〆

是
所
有
内
外
一

切
倶
不
γ

假
二

本
位噛

含
二

法

性
海

　
　
　
　

ワ

　

シ

　

　

ス

ル

カ

　

ノ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

　

　

ノ

中
詑

蜘
餬

撰
如
・

擦
・

着

天
上

唄
珊
瑚
樹

傑
．

可
・

自
知

二
輪

水

月
不

不
〆

可
二

自
知
→

万

物
皆
本
分
智
光
也

、

彼
全
不
ン

可
二

自
知
→

此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

全

不
ン

可
二

自
知
→

禅
人

能
縦
能
奪
能
教
能

活

之
手

段、

全
不
7

可
二

自

　
　
　

ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
ク

レ

ハ

知
→

心
元
不
二

自
知
→

性
元
不
二

自
知
ハ

自
知
現

今
所
作
也

、

真
既

過

　
　

ニ

　
　
　
　
　
　
　

テ

ヵ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　

ヤ

　
　
　
　
　ハ

自
性
既
明
了

也、

因
二

甚
麼一

自
二

知
古一

乎、

佛

道
自
己

学
也

、

自
己

　
　
　
　
　
　ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫
　
　
、

レ

忘
却
也

、

忘
却

万
法
之
証
也

、

諸
者
自
己

身
心

他
己

身
心

倶
脱
落
爪
レ

　
　
　
　
ヲ

　
　
　

キ
　

　
　
　

　

　
　

ス
　
　

　
　
　

ヲ
　
　

　

　
　

　

　
ノ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

テ

　
　
　

ル

ユ
　
　
　

　
　
　

　
ス

見
二

脱
不

脱一

時
正
心

証
二

不

覚
→

是
真
見
性
也、

師
弟
因
7

証

意
句

必

　
　
　
　
　
　
ノ

　
　

ヲ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　ハ
　

ス

　
シ

　
　
　

　
　

ヲ

迷
妄

、

初
覚
先
参
γ

句
不
γ

可
レ

参
レ

意、

先
達
必

可
レ

参
γ

意
、

不
F

知
所
〆

　

ト

　

　
　

　

　ハ
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ノ

　
　

　

　ニ
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ニ

謂
参
レ

句
者、

不
γ

因
二

祖
仏
言
教→

不
7

物
二

古
聖
話
頭
→
．

兀

来
舌
端
不
7

　

ノ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

タ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ワ

ハ
　

　
　
　
　
　

　
　

ン

触
底
無
子
之
一

句
子、

怺
未
γ

学
以

前
通
身
一

句
将
来
了

、

全

躰
成
得

、

　
　

レ

　

　

，

　

　

　

　

　

ル

　

　
ル

ト

，

ハ
　

　

　

ス

ル

，

　

　

　

　
ヲ

当
頭
是
参
〆

句

道
理

也
、

所
7

謂
参
γ

句
者

、

透
二

脱

　
悟
所
着
力一

為
二

絶

ト

　

ヲ

　

　

ト

　

ハ
　

　

　

　

（
意
）

　

　

　

　

　

　

　

ス

　

ン

　
，

学
肉

々

為
二

無
宗
→

々

無
生

躰
、

中

不

思
議
之
妙

性
密
印
々

定、

盡
〆

始

ル

　ニ

ノ

ワ

　

ニ

レ

ス

ワ

レ

テ

ノ

　

ハ

ワ

至
二

無
始
→

尽
γ

終
至
二

無

終
当

是
能
〆

終
、

是
以

佛
法
大
意
也、

窮
7

之

ル

ノ

　
ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　
ス

イ

　ニ
　ニ

参
ン

意
道
理

也
、

意
句
一

貫
法
性
一

貫
、

因
縁
順

熟
、

結
菓
萠
蘂

時
既

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ユ
　
ル

至
、

師
弟
「

貫
、

眼
目
寥
廓

、

意
気
広
闊

、

大

光
漆
桶
既
彰

、

又

漆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

彰、

又
漆、

又
漆
桶
不

会
、

云

有
三
一

意
→

時
人
之

着
當
堅
劫
機
輪
未
曾

ラ

　
　
　
　
フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　ハ
　

ノ
　
　

ク

　
　

　
　

ワ

　

　

カ

　
　
　

　
　

ノ

　

ヲ

　

　

　

　

　
ス

有
→

是
云
二

漆
桶
不

会
→

悪
議
也、

漆
能
7

塗
、

猶
7

増
二

細
光
劫一

還

為

ヲ

　
ト

　

　

　

　

　

　
　

ク

　
シ

　

　

　
　

　

　

　

　

　

タ

ソ

　
レ

ァ

　

モ

マ
　
タ

　
シ

　

　

　
ソ

　

　

　

バ

物
不
レ

壊
、

漆
桶
全
可
二

如

然
叫

師
弟
之

燬

煉

亦

復
如
レ

是
畢

、

有
時

　
　
　
　
ヲ

　

　
　

　
　
　ハ
　

ギ

　

　
　
　

　
　
　

ヲ

開
二

建
立

門
→

有
時
開
二

掃
蕩
門
噛

建
立

門
者
出
興
門
也、

掃
蕩
門
者
不

出
興
之
門
也、

開
二

出
興
門一

之
則

、

諸
仏

諸
祖

、

師
学
賓
主

不
ノ

残一
ニ

ヲ

　

　

テ

　

　
ヲ

　
ン

　

ト

　

　
　

テ

　

ヲ

　
ス

　

ト

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ヲ

　
　ハ

蓙
→

破
〆

二

作
7

三
、

分
〆

三

成
ノ

六
、

大

自
在
三

昧一

底
蔓
法
界
之
主
分

　
　
　
　
　
　
　

ヲ

　
ハ
　
　

　
　

（

得

脱
力
）
　
　

　
　
　

イ

也、

又
開
二

不

出
興
門一

則、

祖
佛
不
〆

来、

彼
此
不
二

相
待
嚇

不
γ

名
不
γ

　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ヲ

　
　ハ
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ノ

形
、

不
γ

立
二

一

塵
門

万

像
呑
γ

光

底
理

法
界
之

主
分
也

、

這

箇
二

門
、
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テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

ト

　
　
　
　
　
　
　ニ

佛
法
之

恵
命
嗣
続
之
道
理、

錯
莫
ノ

作
二

変
相
之
諸
法
相
→

又

末
後
無
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ

ン

レ

ン

ヒ
ビ

ニ

ス

　

　

テ

ヲ

之

会
口
→

日

不
〆

可
γ

盡
、

燬
煉
日
可
レ

増、

師
弟
之

証
明

、

因
二

心

印
蝦

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

ユ

　

ツ

ル

ス

テ

煉→

先
佛
後
佛
一

躰
同

真、

一

如
正

見
、

不
γ

可
許
γ

他
、

可
γ

不
7

弃
レ

ヲ

　

ソ

ノ

カ

ミ

　

　

　

　

　

　

ノ

ヲ

テ

　ニ

自
、

所
7

謂
昔
季
霊
山

迦
葉
自

二

釈
迦一

嗣
承

合
血、

然
γ

之
付
属
至
r

今

　
　
　
　
　
　
　
ッ

　
　
　
　
　
　
　

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
　
　
　
　
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
フ

不
F

会
μ

断
二

絶
血

脈
→

連
続
来
也、

世

尊
附
二

迦
葉一

時
去
二

常
之

法
座一

ウ
　
　ハ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

タ

　

　

　

　　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　　
ノ

　
　
　
　

　

タ

カ

ワ

　

　

　
　
　ニ

向
方
艮

、

厳
二

飾
密
室
→

嗣
法
合
血
堂

奥
投
入

不
ン

違
二

其
法一

者
、

今
師

　
　
　
　
　
　ニ
　

　

　

　

　

ス

ル

つ

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

シ

　

ヶ
ナ

ル

　

　

　

　

ン

　

　

　

ム

ル

ノ

　

ラ

弟
嗣
法
於
二

道
場
→

鑑
二

明

　
大
因
大
縁
→

可
レ

如
ゾ

法
、

先
使
γ

達
ノ

之

　
　
　
　

堂

シ

ノ

　

，

ク

ヲ

　

ニ

　

ノ

ノ

ノ

ヲ

ノ

師、

堂
場

荘
厳
如
レ

法、

鉄
鉢
置
γ

之、

主
二

夜
半一

満
二

盛
艮

方
清
水
→

棹

ニ
ク

　
ワ

　

キ

ニ
テ

　

　

ノ

　

ス

　
ヲ

　

ス

て

ヲ

シ

　
ノ

ノ

　

ハ

　

ニ

上

置
レ

之
、

時
既
至

而

或
先
達
師

為
F

教、

師

容
レ

場
若
二

其
教
→

無
二

其
仁
｛

　
　
　
　
　
　
　
ル

枕
万

ニ

　

ノ

　

タ

　

ニ

師
弟
問
訊

而
師
先
上
二

椅
子
→

九

拜
而
近
二

椅
子
→

師
以
二

小
刀一

衝
二

破

ニ
ス

ノ

モ

　

ク

ス

　

ヲ

　

ニ

剪

左
手
之
大
拇
指
頭
→

亦
嗣

子
同

衝
二

剪
左

手
之
大

拇
指
頭
→

師
子
倶

ノ

　

ス

　
　

　
ノ

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ヲ

　

　
　

　

　
　

ヲ

　

テ

　
　
ヲ

ソ

ウ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ワ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ワ

合
推
二

両
大
掬
指
頭
→

左
手
以
搦
二

嗣

子
之

左
肩
→

又
嗣

子
以
二

右
手
→

　
　
　
　
　
ヲ

　

ノ

　

ニ

　

ル

ニ

キ

搦
二

師
之
左
肩
→

自
二

両
方
拇
指
頭
→

同

時
合
血
一

涸
入
二

鉢
褌

水
→

時

テ
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　ニ
　
　

　

　
　

ラ

　
　

　

　ニ
　
　
ス

至

機
縁
順

熟
之

師
子

、

一

滴
一

合
捐
二

鉢
水
→

竟
不
二

分
離
噛

納
二

水

底一

　
ノ

ニ

ニ

ス

　
ノ

　

　

ハ

ノ

　

シ

之
然

而
後
密
室
投
入

、

師
弟
分
附
従
前
之
一

句
、

如
二

参
窮一

傳
授
可
レ

　
　
ノ

ノ

ハ

ル

カ

ヲ

テ

シ

如
レ

法
、

0
次
嗣

書
之
判
形
之

位、

其
法
如
三

世
尊
附
二

迦
葉
ハ

是
以
可
ニ

タ

タ

シ

ク

タ

ス

ノ

テ

ス

ニ

テ

正

　
如
p

法
、

先
師

之
名
字
分
二

字一

印
二

上
下
→

又
嗣

子
之
名
字
分
二

ニ

ニ

ス

　

ユ

　

テ

　

ニ

　

ス

　

　

　

ン

字一

印
二

左
右
→

於
こ

中
央
〜

印
定

、

師
之
判
形
是
正

、

○
円

卍
之
儀
也、

　
　
ク

　
　
ン

　
　
ク

　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ

　
　
　

ヒ

嗣
書
正

可
〆

如
7

法
、

血

気
一

合
畢、

嗣

法
伝
授
悉
畢

、

及
尽

未
来
際

ス

ニ

ノ

　

セ

ヲ

テ

　

ユ

　

ヲ

不
三

為
レ

法
棄
二

捨
行

道
ハ

特
精
進
之
心

専
可
γ

惜一一
寸
陰
哨

悲
或

、

可
7

惜

　
　
　
　
　
　
　
　

ス

　

　

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
　
ル

ニ
　

テ

　
ル

コ

哉、

吾
法
不
〆

可
γ

懈
二

怠
正

行
哨

若
正

行
乱

、

師
弟
終
見

因

畢
二

道
理一

ン

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ウ

　

　
　

　ニ
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

レ

在、

不
ノ

可
γ

疑
、

具
諸
佛
心
印
之

嗣
承
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
狼
祝
和
尚
今
付
附
莫
判
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

印
）

（

印
）

『

永
平

寺
秘
密
頂
王

三

昧
記
』

再
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嗣

法
合
血

図
終

　
　
　
　
　

于
時
寛
永
十
七

年
二

月
吉
辰

（

9
）

　
晃
全
本
九
十
五

巻
『

正

法
眼
蔵
』

編
集
改

定
の

段

階
に

お
い

て
、

　
　
『

正

法
眼
蔵
陞
座
』

は

道
元
の

真
撰
で

は

な
い

こ

と
が

判
明
し

た
た

め
、

　
　
九
十
六

巻
本
に

収
録
さ

れ
て

い

た

『

陞
座
』

を

削
除
し

て
、

九
十
五

巻

　
　
本
に

改
め

ら

れ
た

。

河

村
孝
道
前
掲
解
題

、

お

よ

び

『

正

法
眼
蔵

蒐
書

　
　

大
成
』

巻
八
の

解
題
参

照
。

一

九
七
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